















































The role of a nursing job and the subject of the leader course in study, such as the nursing




















































































年月 医政局通知 内容 


















































































  師講  間時  容内習講  名習講  分区
講義  介護職員等による喀痰吸引
等の実施について  



















50分  看護師等  
講義  コーチングについて  研修効果を上げるための指導法について  
講義、演習の指導上の留意点  
60分  看護師等  
  等師護看  分07  ていつに施実アケの引吸痰喀  習演
  等師護看  分03  習講たい用を等DVD  ていつにDEAと生蘇肺心  義講










40分  看護師等  


































































 実施ケア等種類 実施回数 到達目標 
口腔内吸引 10 回以上 
鼻腔内吸引 20 回以上 
 
たんの吸引 































































































































い >77.4%（24 名）、< 今後介護職との連携がさらに
重要になる >74.2%（23 名）、< 利用者の生命を守る
ために、喀痰吸引等を介護職がやることは必要であ
る >64.5%（20 名）、< 講習前に思っていたよりも大







にするのが望ましい >32.3%（10 名）、< かえって厳
しい制限が加わってしまい、やりにくい >32.3%（10
名）、<今回の医療行為の範囲の内容は介護技術（生
活支援技術）とするのがよい >29.0%（9 名）、< 研
修を受けたものは登録事業所に所属しなくても実施
できるようにすべきである >22.6%（7 名）、< 今回
実施できることになった行為は、医療行為から外し




介護職の待遇改善につながる >12.9%（4 名）、< 医
療行為による制限を他職種に拡大してもよい >9.7%
（3 名）、< 介護職にもっと看護職のやっていたこと




　<則っている >67.7%（21 名）、<則っていない >
12.9%（4 名）、<その他 >19.4%（6 名）であった。
②登録事業者の取り組みの現状





























　護老人保健施設 12.9%（4 名）、病院 12.9%（4 名）、
　教育施設 9.7%（3 名）、訪問看護 6.5%（2 名）、社
　会福祉協議会 6.5%（2 名）、デイサービス 3.2%（1




　　< 施設（上司）からの依頼 >83.9%（26 名）、
　<自ら希望参加 >12.9%（4 名）、<その他 >3.2%（1
　名）であり、30 代 9.7%（3 名）、40 代 25.8%（8 名）、














































と思う >16.1%（5 名）、< 気管カニューレ内の吸引
は介護職員にとって必要な技術であると思う >3.2%
（1 名）、< 経鼻経管栄養、胃ろう注入は看護職が行
うものであると思う >3.2%（1 名）、< 喀痰吸引（口
腔内、鼻腔内）は看護職が行うものであると思う >
3.2%（1 名）と少数であった。（図５）




をしたうえで検討する >12.9%（4 名）、< 制度の内
容が理解できたので、私は体制づくりに取り組みた
い >12.9%（4 名）、< 管理者からは、登録事業者に
なることを求められているため準備中である >9.7%
（3 名）と半数以下であった。（図３）  
2 名以下は < 制度の内容が理解できたので、私は無
理であると思っている >6.5%（2 名）、
< 看護職員数を増やすことにより対応していく方向














　半数以下は < 安全委員会を設置すること >35.5%
（11 名）、<実施状況に関する報告書の作成をするこ






















































には納得 (p=0.005)> しており、< 看護協会として
介護職が医療行為を実施することは反対すべきでは





























ついて賛成である > と答えている講習者は、< 経
鼻経管栄養、胃ろう注入は介護職員に必要なケア














る >64.5%（20 名）、< 介護職が医療行為を実施する






備ができて良かった >32.3%（10 名）、< 看護協会と
して介護職が医療行為を実施することは反対すべき
である >19.4%（6 名）、< 介護福祉士会が今回の法




ついて < 賛成である >45.2%（14 名）、< 反対であ
る>54.8%（17 名）であった。
　③法改正に伴う経管栄養を介護職員が行うことに






携が深まる > と答えている講習者は、< 介護現場の
実情からするとやむを得ない改正 (P=0.01)> ではあ
るが、< 急変時に備え、緊急時の医師・看護職員の








付け、整備したもの (p=0.047)> ではなく、また <
業務方法書の作成 (p=0.013)> をしていないと答え
図６.今回の法改正についての考え図６.介護職が実施することについての考え










































































































































































































































































































































































































































































































痰吸引等関係）社援発 1111 第 1 号　平成 23 年














































痰吸引等関係）社援発 1111 第 1 号　平成 23 年
11 月 11 日
４）全国訪問看護事業協会編集：喀痰吸引・経管栄
養研修テキスト　中央法規　136 － 167　260 －
279　2012
５）林信治：介護福祉士の医療的ケアに関する一考
察　東海学院大学紀要　61 － 68　2010
６）佐々木由恵：介護現場における医療ケアと介護
職の不安　　社会評論社　171　2011
７）川崎千鶴子：地域事業者および専門職間のネッ
トワーク構築　平成 24 年喀痰吸引等指導者講習
パネルディスカッション講演２
24 介護職員等の喀痰吸引等研修における看護職の役割と指導者講習の課題
